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　「グローバル化」の拡大にともない、競争は激化し、実用的な技術や知識ばかりが強調
される時代にあって、学生各自が自己省察の経験を通じて未来の成熟した指導者として
成長できるようにする。そして、より良い人類の未来にそなえた人格教育を実施すること
は、「グローバル化」時代に大学が決して疎かにしてはならない重要な使命であると考え
ます。
　日本と韓国は、歴史的には難しい時代もありましたが、地理的・文化的に最も近い国で
あります。蔚山と島根県は特にそうです。今後、蔚山大学と島根県立大学が、これまで
の 20 年から、さらに相互理解を深め、協力し、より成熟した関係に跳躍することを祈念
致します。学生同士の交流のみならず、研究及び学術交流を拡大していくためにも、本日
締結した島根県立大学「NEAR センター」（InstituteforNorthEastAsianResearch）と
蔚山大学校「人文科学研究所」の交流協力協定、そして、この後開催されるシンポジウム
「日韓関係を展望する─北東アジアにおける蔚山と島根の絆─」が、今後の両校の関係を
象徴する有意義な第一歩になることを期待しております。
　みなさまとお会いすることができ、とても嬉しく思います。このような貴重な場を設け
て下さった本田学長や関係者のみなさまに衷心より御礼申し上げます。
　ご清聴頂いたみなさまと島根県立大学のご健勝を心より祈念致します。
　ありがとうございました。
 （日本語監修　井上厚史）
 （LEEChul）
